

































































































































































心に―         
 本章では、具平親王の元で作られた二篇の詩序と漢詩の表現を比較し、源順の詩序
の後世への影響を考える。 
 一条朝前半に活躍した紀斉名（九五七―九九九）が編纂した『扶桑集』には、源順
の作品、とりわけ「詩序」が多く採録されていたといわれている。順は、橘正通を介
して斉名の師に当たる（『江談抄』巻五）。順と斉名は共に、具平親王(九六四―一
〇〇九）が主宰した詩宴で詩序を書いている。その斉名の詩序「仲秋、中書大王の書
閣に陪して、同じく「月を望めば遠情多し」といふことを賦し、教に応ず」（『本朝
文粋』巻八。以下「望月遠情多詩序」と称する）をとりあげ、表現に見られる順の影
響を検討する。 
 「望月遠情多詩序」の具平親王への讃辞の表現には、順の詩序を摂取した形跡が著
しい。まず、鮮烈な印象を残していたと思われる順の表現と同じ典故、『漢書』「景
十三王伝」を利用している。さらに、具平親王の元で順が作った「七月三日、第七親
  
王の読書閣に陪して、同じく「弓勢は月の初三」といふことを賦す、教に応ず」
（『本朝文粋』巻八。以下「弓勢月初三詩序」と称する）が親王を曹植に擬えている
ことをふまえて、曹植の名を賛辞に用いている。つまり、順の詩序そのものを典故と
していると考えられる。 
 順の「弓勢月初三詩序」については、謝荘「月賦」（『文選』巻十三）の構成と表
現とをふまえていることが指摘されている（後藤昭雄氏）。「望月遠情多詩序」に
は、順がふまえる「月賦」の表現も用いられている。斉名は、順の作品を通して重層
的に典故を利用して、親王を再び曹植に、自分たちを建安の文人に擬えて、詩宴を称
えているのだろう。 
 また、「望月遠情多詩序」第三段の表現からは、斉名が順の詩序から、ただ一度限
りの表現を目指す姿勢を学んでいることが窺える。斉名における順の詩序とは、典故
や表現技法を学ぶという外形的な模倣の対象というにとどまらず、発想の根柢に位置
づけられる作品であったと考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
（論文審査の結果の要旨） 
 平安時代の日本文学が中国文学の大きな影響の下にあったことは言うまでもな
い。『古今集』『源氏物語』をはじめとする和歌、物語においても、中国文学の表
現、発想がさまざまな形で受容された。古注釈の時代から今日に至るまで、その受
容の実態を明らかにする典拠研究は、数多くの秀れた業績を積み重ねてきた。 
 しかし、和歌や物語が中国文学を受容するための重要な条件として、日本におけ
る漢文学の隆盛があったことを忘れることはできない。『古今集』や『源氏物語』
と並行して、『菅家文草』や『本朝文粋』などに収められた平安朝第一級の知識人
による漢詩文があった。中国文学をほとんど忠実に模倣するものであり、また当時
において最も尊重すべき文学と考えられていたその漢文学を介してこそ、中国文学
の影響は和歌や物語の世界のすみずみまで浸透していったと考えられるべきであろ
う。 
 そのような観点に立って、本論文は、平安朝文学における漢文学、すなわち和歌
や物語の上位にあって、結果的に中国文学の影響を和歌や物語の世界に伝える重要
な役割を果たすことになった漢文学の研究を志すものである。平安漢文学史の研究
は、研究者の数は少ないながらも継続してあった。しかし、それを和歌や物語にお
ける中国文学受容の問題と密接に関連づけて考察しようとする態度がいつもあった
わけではない。本論文の独自性、独創性は、その点にこそある。 
 本論文は、平安朝漢文学の中でも、特に公私の宴集における漢文序と和歌序とを
考察する。たとえばその第二章は、大江千里「三月三日、吏部王池亭会序」が、白
居易の表現などを学びとった漢文でありながら、一方でその宴会で詠われた和歌の
表現や内容を取り込んだものであること、そして、それが『源氏物語』胡蝶巻の船
楽の段、および季の御読経の場面の典拠となったことを論じる。典拠とまで言える
かどうか、なお留保が必要であろう。しかし、千里のその漢文が和歌や和文、とり
わけ胡蝶巻の表現に親しいことは間違いのないところである。日本漢文学が、中国
詩文と和歌和文の双方の特色を兼ね備え、二つの表現世界の間の架橋となる重要な
存在であったことが、この指摘によって十分に明らかにされた。 
 第三章と第四章は、日本漢詩人の代表格である源順の詩序と和歌序とを取り上げ
る。第三章は、白居易の三月尽日詩の影響を受けて日本の漢詩と和歌に広まった三
月晦日の惜春の主題がさらに閏三月の題に展開するきっかけを、源順の詩序が作っ
たことを説いて興味深い。また第四章は、仮名の序文と紅梅を詠む歌二首として理
解されてきた順の作品について、実は一首めの「白浪の知らぬ身なれど大淀の仰せ
ごとをばいかが背かむ」が、五七五七七の形ながら、実は歌ではなく、序文の末尾
であったことを論証する。一つには「白浪の」以下を歌としてではなく、序文の末
尾として続けて記す古写本が存在すること、また平安朝の漢文序は謙遜の辞によっ
て結ばれるのが常なので「知らぬ身なれど」が序文の結びにふさわしいこと、さら
には、この仮名序が対句を用い平仄の決まりを守る漢文序の体裁を学んでおり、
「白浪の」以下もその形の中に包摂されると考えられること、その他さまざまな観
  
点からの考察を尽くす。その間然することのない論証によって明らかになされたの
は、「白浪の」以下が序文の末尾であったという一事実にはとどまらない。仮名序
が漢文序の体裁を忠実に襲おうとすること、ひいては平安時代の和文の文体が漢文
体の強い影響の下に成立したことが、一つの具体例によって確実に証明されたので
ある。一斑を挙げて全豹を推知せしめる卓越した論考であった。 
 本論文は、読解の難しい平安漢詩文を、その典拠を明らかにしつつ丁寧に読み進
めようとするものである。その態度は高く評価できる。しかし反面、論述が単調に
なり、論証の筋がやや見えにくくなる傾向が一部にあった。研究対象をより広くす
ることと合わせて、その克服を今後の課題としてさらに精進を重ねることを求めた
い。 
 以上、審査したところにより、本論文は博士（文学）の学位論文として価値ある
ものと認められる。平成二十七年一月二十六日、調査委員三名が論文内容とそれに
関連した事柄について口頭試問を行った結果、合格と認めた。 
  なお、本論文は、京都大学学位規程第十四条第二項に該当するものと判断し、公
表に際しては、当分の間、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとする
ことを認める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
